青明舎　フェイスシート

　平成20年　7月21日　　担当：三浦　理見

	入　所　者
	氏　名　　助川　隼人　様　　　　　男・女　　　　昭和51年　8月　5日生（31歳）

	
	住　所　〒031-0114　八戸市南郷区大字中野字下平22-3　　　　　　電話　0178-82-2289

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	なし

	
	発症時期
	平成11年頃　（22歳頃）
	罹 患 期 間
	約9年

	
	入院回数
	なし
	延べ入院年数
	なし

	医療機関
	　みちのく記念病院
	外来受診日
	水曜日（隔週）

	医療区分
	国保（家族）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無

	経済状況
	年金
	なし

	
	その他
	家族支援（長姉の管理する母様・父様の年金）　　5万円　

※随時必要経費については姉に連絡し貰っている。

貯金　　　　　　　　　　　　　　8万円

	障害程度区分
	未申請

	日中活動の場
	自宅

青明舎・農作業（週２回程度）

	住まいの場
	自宅

	利用年月日
	Ｈ20年　5月　19日
	身長
	167㎝
	体重
	60㎏

	最終学歴
	盛岡工業高校電気科（定時制）　卒業
	免許・資格
	普通自動車運転免許

	職　歴
	期　間　　　
	場所・仕事内容
	退職理由・その他
	

	
	1ヶ月
	ホテル東日本（盛岡）
	仕事が合わない
	

	
	1ヶ月
	トラック運転手（八戸市）
	会社の物を壊し辞めさせられた
	

	
	1ヶ月
	土木業
	不明
	

	
	1ヶ月
	土木業（神奈川県）
	→両親と共に勤める
	

	
	1ヶ月
	日産自動車工場
	仕事内容がきつかった
	

	
	1ヶ月
	熊さんラーメン工場（八戸市）
	→期間工
	

	
	5ヶ月
	ユニバース
	不明
	

	
	3ヶ月
	自動車ガラス工場（愛知県）
	→期間工
	

	
	3ヶ月
	富士重工業（群馬県）
	→期間工
	

	
	1ヶ月
	八戸物流サービス（八戸市）
	→期間工
	

	
	3ヶ月
	スズキ自動車（静岡県）
	→期間工
	

	
	6ヶ月
	トヨタ自動車（静岡県）
	→期間工
	

	
	6ヶ月（H15.11）
	ＢＳネットワーク（人材派遣）

→トヨタ自動車
	→期間工


	

	
	6ヶ月（H16.11）
	株式会社　大豊（人材派遣）
	詳細不明
	

	
	1年（H17.11）
	富士重工業（埼玉県）
	→期間工を終え実家へ戻る
	

	
	6ヶ月（H19.3）
	富士重工業（埼玉県）
	→期間工
	

	保　護　者
	氏　　名　　種田　　　　　　　様　　　　　　　続柄　　姉　　（同居　・否）

	利用目的

・仕事に就き、安定した収入を得たい。

	入院・治療歴

	①平成11年頃（通院１回で中断）　　みかわ神経内科　　　　　　通院　　うつ病

②平成20年4月　　　　　　　　　　みちのく記念病院　　　　　通院　　統合失調症

	生活歴

同胞4名の末子として出生。小学校時代は明るい性格で友人も多かったが、中学にあがる頃から人見知りが激しく大人しい性格となり友人との交流も少なくなった。八戸光星学院高校普通科へ進学するも、いじめをきっかけに登校拒否となり中退。その後は母と二人で盛岡へ転居、盛岡工業高校定時制電気科に入学し卒業する。卒業後は料理店へ就職し、調理場の皿洗いを行っていたが合わないという理由で辞める。その後も様々な職業に就くが長続きせず、出稼ぎしては帰郷を繰り返していた。平成19年10月に帰郷してからは仕事に就かず、長姉が管理する父母の年金を生活費とし、足りない分はこれまでの貯金をくずし生活にあて暮らしていた。精神科通院歴は22歳時に無為・自閉・希死念慮出現し、三姉から病院受診勧められみかわ神経内科受診。うつ病と診断されるも、自己判断で１度通院したきり中断している。31歳時に空笑あり、長姉に精神科受診を再度勧められみちのく記念病院受診し統合失調症の診断を受けるも、本人は神経衰弱と聞かされている（理由については不明で長姉も本人の病名については知らない）。

	家族構成

[image: image1.bmp]

	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

【父】

本人と自宅で二人暮らし。認知症症状あり、クローバーズ・ピアのデイサービスへ週２回通所している（月・木）。また、パーキンソン病とのことで区内の病院へ通院しており、本人が送迎を行っている。

【母】

統合失調症のため青南病院入院加療中。週１回程度病棟での面会を行っている。

【姉妹】

長女は千葉県木更津市在住。父母の年金管理を行い、母の入院費の他、本人と父の生活費の仕送りを行っている。しかし、年金内での遣り繰りでは足らず金銭援助が負担とのことで今後生活保護受給して欲しいと希望。

次女・三女ともに八戸市在住。月１回程度本人と会っていると話す。


	氏　名
	助川　隼人　様
	男・女
	生年月日
	　昭和51年8月5日（31歳）

	長期目標（中期・短期）

	（長　期）安定した生活を送りながら、就労継続しながら賃金を得る事が出来る。

（短　期）生活環境改善を図り、暮らしやすい生活環境を作る。

　　　　　就労へ向けた体力作りと、就労への意欲の向上。


	これまでの経過（前回評価日　　　年　　月　　日）

	【登録からこれまでの支援状況】

包括支援センターからの紹介で、5/19青明舎登録となっている。

就　労
本人からはこれまで経験のある工場での仕事をしたいとの希望が聞かれているが、ブランクがあることを気にしているため、訓練を通して本人の能力の確認と能力に合わせた就労先を見つける事ができるよう、青明舎での掃除訓練から始める。（6/13～6/27　週１回）指示した内容に対して理解し、積極的に取り組む事ができること、細かな性格からも正確な作業を行う事ができ特に大きな問題は見られていない。しかし、精神症状として作業中の空笑見られ、本人からも職場でも同様に空笑を指摘されたこともあり自分でも気になっているが、思い出し笑いをしていると話す。また、どもりがあり言葉を発するまでに時間がかかることもある。対人関係が苦手とのことで、今後の就労訓練・就労でも接客業は避けたいと希望している。7/3より日雇い労働を行う。作業内容は草取りであり、週２回行ってきたが天候により中止となること、体力的にきついとの理由から週１回を希望し、行っている。その他日中は受診・買い物・母の面会以外は自室にこもりゲームをして過ごす。

生　活
現在は父と二人暮らしで、週１回程度青南病院入院中の母の面会に出掛けている。金銭管理を行っている長姉とは金銭がなくなった際に連絡を取り合い、他の姉妹と繋がりはあるが不定期とのこと。これまで毎月５万円の仕送りをもらい、父と生活を送っているが間に合わず、自分の貯金を崩してあてている事もある様子。車を所有していることで、車の諸経費の支払いが困難となり、長姉に車検代の仕送りを依頼するも姉自身も経済的に限界であり、生活保護受給を勧めている。姉は本人の病名について知らず、本人の生活状況から「怠けている」と感じていることで、生活保護受給させずに就労し自身で賃金を稼いで生活を送る事を一番に望んでいるものの、現状からも難しく、生活保護受給を勧めている。本人は地域的に車のない生活が不便であることから車を手放す事にためらいがあり、生活保護受給にも拒否的であったが、経済的に厳しいことを理解し、7/11生活保護受給を希望し包括支援センターへ相談に出掛けている。

【本人を囲む各関係機関】

包括支援センター
包括支援センターより、本人が就労希望し支援を依頼したいとのことで青明舎を紹介。父との生活も含め、月１回程度で本人宅を訪問している。青明舎とは情報提供やケース会議、面談をその都度実施している。また、家族との連絡も取り合っており、金銭管理を行っている長姉から生活保護受給について相談を受け、今後生活保護受給についても具体的に進めていく生活面での主支援者。

みちのく記念病院
空笑を指摘され、長姉から病院受診を勧められたとのことで4月に受診。本人へは病名を神経衰弱と伝えているが、統合失調症と診断を受けている。本人から長姉に対して病名を明かして欲しくないとの希望あり、家族は本人の病気については知らない。自宅からの通院、青明舎利用と母が青南病院入院中であることから金銭的負担を考え、本人から転院について主治医に伝えるも、病院側の拒否があり現在もみちのく記念病院への通院を継続して行っている。通院当初は1回/Wの受診であったが、現在は隔週へと変更となっている。青明舎からは本人の受診状況と処方内容確認のため必要時にＳＷへ連絡を取っている。

その他
青南病院：母が統合失調症により入院中であるため病院ＳＷが関わっている。

クローバーズ・ピア：父が週２回デイケアへ通所中。6/13、各関係機関が集合し拡大ケース会議実施。


	支援内容
	介入方法
	支援期間

	生活支援

（生活保護受給のための生活環境調整）
	生活保護受給において

1 父（母）の施設入居→世帯分離

2 財産の処分（貯金等使い切り次第生保申請）

3 単身生活準備（物件探し・生活必要品の購入→貯金等使い切る）

4 生活保護申請

の順に進めていくこととなる。青明舎からは物件探し・単身生活に向けて主に支援を行う予定としている。

・　各関係機関と情報共有しながら本人の支援体制についても相談し進めていく。

· 世帯分離など環境変化における精神症状の変化を見逃さず、相談支援を行いながら不安の軽減を図る。

· 単身生活に向け、物件探し・引越・必要物品の購入など生活面における支援を実施。必要に応じて同行支援を行う。

· 金銭管理においては本人と相談しながら所持金の使い道や必要経費を検討する。
	6ヶ月

	就労支援
	· 現在日雇い労働を行っているが、作業終了次第一旦打ち切り、生活保護受給に向けて今後の取り組みを一緒に検討する。本人から就労訓練や実習について希望がある際にはその都度支援を行う。

· 生活保護受給後は生活の安定を図りながら就労に向けた情報収集と体力作りに取り組み、安定した就労先を見つけ継続して取り組む事が出来るよう支援する。
	6ヶ月
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